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（令和 4 年 7 月） 

国立大学法人 琉球大学 



Ⅰ 仕様書概要 
 
１. 調達の背景及び目的 

 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）からの受託研究「燃料電池等利用の

飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業／水素利用等高度化先端技術開発／移動式

FC 用水素源アンモニアボランの社会実装に向けた先端技術開発」を遂行するにあたり，高精度のガス定

量分析装置の導入が必要である。 

 

２. 調達物品の概要調達物品名及び構成内訳 
ガス定量分析装置 一式 
（内訳） 

(1) ガス分析装置 本体 1 台 
(2) データ処理装置（PC）及びソフトウェア 1 台 

 
 ３．納入期限 

   令和５年２月２８日(火)１７時００分 
 

４. 技術的要件の概要 
(1) 本調達物品に係る性能，機能及び技術等（以下「性能等」という。）の要求要件（以下「技術的要件」

という。）は「Ⅱ 調達物品に備えるべき技術的要件」に示すとおりであり，それらをすべて満たすこと。 
(2) 入札機器の性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定は，本学技術審査委員が入札機器に係る応

札仕様書，その他提出資料の内容を審査して行う。 
(3) 技術的要件は本学が必要とする最低条件を示しており，入札機器の性能がこれを満たしていないとの判

定がなされた場合には不合格となり，落札の対象から除外する。 
 

５. 応札仕様書等に関する留意事項 

(1) 入札製品は，原則として入札時点で製品化されていること．入札時点で製品化されていない製品によっ

て応札する場合には，技術的要件を満たすことの証明及び納入期限までに製品化され，納入できること

を保証する資料及び確約書等を提出すること。なお，これらの成否は技術審査による。 

(2) 提案が技術的要件を満たしていることを，応札仕様書のどの部分で証明できるかを技術的要件毎に，具

体的かつわかりやすく，実測データおよび資料等を添付し参照すべき箇所を明示すること（技術的要件

と入札機器に係る性能等を，対比表を作成して示すこと）。参照すべき箇所が，メーカーの仕様書，説

明書，カタログ等である場合は，表中に参照資料番号を記入すると共に，資料中にアンダーラインを付

したり，色付けしたり，余白に大きく矢印を付したりすることによって当該部分を分かり易くしておく

こと。ただし本調達にあたっては，実測データで仕様を満たす根拠を提示すること。 

(3) 記述内容が不明確である場合には，有効な応札仕様書とはみなさないので，留意すること。特に，審査

に当たっては，「実現します」や「可能です」といった提案の根拠が不明確，説明が不十分であるなど

で，技術審査に重大な支障があると本学技術審査委員が判断した場合は，技術的要件を満たしていない

ものとみなす。 

(4) 提案される応札仕様書等について，問い合わせやヒアリングを行うことがある。 
 

  

 



Ⅱ． 調達物品に備えるべき技術的要件 
１. 性能・機能に関する要件 

(1) 機器の必要性能と機能 

１. ガス定量分析装置 本体 

１-１ 水蒸気を含む水素ガス中のアンモニアガスを 0.1ppm 以下で連続定量できること。0.05ppm まで

定量可能であることが望ましい。 
１-２ 上記連続定量の定義としては，測定間隔 5 分以内とし，測定間隔は短いほど望ましい。 
１-３ 上記において，水素を同時に定量できることが望ましい。 
１-４ 上記測定時の定量に必要なガス量は 1 L 以下であること。 
１-５ 18 ～ 32 ℃の室温で使用できること。 
 

２．データ処理装置（PC）及びソフトウェア 

２-１ 分析装置の制御が可能であること。 

２-２ PC の CPU は Intel®CoreTMi3-10300 相当以上であること。 

２-３ PC の OS は Microsoft® Windows® 10 Pro (64bit) (日本語版) 相当以上であり，内部メモリーは 8GB

以上，ハードディスクは物理容量 500GB 以上であること。 

２-４ DVD-R，DVD-RW，DVD-RAM の読込・書込ができる DVD ドライブを付属すること。 

２-５ Microsoft® Office Personal 2019 相当以上を付属すること。 

２-６ USB ポートが付属しており，測定及び解析結果が，プリンターおよび USB メモリー等に出力可能

であること。 

２-７ 装置制御・解析ソフトウェアは日本語表示，日本語入力であること。 

 

２. 性能・機能以外の要件 

(1) 導入に関する留意事項 

① 導入時スケジュールは，本学担当者と協議し，その指示に従うこと。 

② 納入物品の搬入に際しては，本学施設に損傷を与えないように十分注意を払うと共に，納入時は受

注者が必ず立ち会うこと。なお，損傷を与えた場合には受注者の責任において原状回復すること。 

 

(2)  据付 

① 設置場所は理学部別館 102 号室とする。 

② 現存機器の撤去及び廃棄，設置場所への搬入，据付，調整，配管，配線を行い，それらに要する

すべての費用および必要とされる関連物品は本調達に含めること。また，正常に動作することの

確認作業を行うこと。 

③ 本調達物品に必要な 1 次側電源設備および据付用の設置台は本学が用意する。 

④ 本学が用意した一次側設備等以外に必要な電源設備，水設備，空調設備，設置台があれば本調達

に含めて行うこと。 

⑤ 製品の梱包材料等は，受注者の責任において持ち帰ること｡ 

⑥ 搬入・据付時の搬入経路・据付場所について，事前に調査を行うこと。また，取り付けに関して

は，本学職員と協議し，その指示に従うものとする。 



(3)  保守・支援体制等 

①  導入後 1 年以内に本調達物品に瑕疵のあることが発見された場合，または通常使用により故障し

た場合は無償による保証をすること。 

②  機器の説明，使用方法，点検方法等を記した日本語マニュアルを提出すること。 

③ 本装置の納入後，その運転，維持管理に関するオペレータトレーニング（ハードウェア及びソフ

トウェア）を十分に実施し，その他の新情報も提供すること。 納入品に関する問合わせに迅速か

つ適切に対応できる体制を構築しておくこと 

 

(4)  その他 

本仕様書に定めない事項及び疑義が生じた場合は，担当教員と協議の上，その指示によること。 

 


